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１．調査の目的 
 平城京出土陶硯（定型硯）の墨痕付着率を明確にし、文書行政の中心地における陶硯の使用実態を検討する。 
 
２．方法 
 奈良文化財研究所および奈良市埋蔵文化財センターの協力の下、集成済み陶硯1503点の中から硯面の残存する個体

625点を抽出し、肉眼およびデジタル顕微鏡（50倍・250倍）による墨痕観察を行った。(図1) 
 
３．結果 
 平城京全域での付着率は68.16%となった。また、区域別の付着率は宮域：74.21% 京域：61.78% 寺院：80.45%
となった。（表1）  
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図1 墨痕拡大写真 

肉眼観察（確認できる例） 

表1 墨痕付着状況 

4.考察と展望 
 全域の68.16%という墨痕付着率から、平城京内では陶硯（定型硯）を用いて墨をすることが広く行われていたもの
と想定される。特に宮域の74.21%という数値は、文書行政の中心地において転用硯のみならず、定型硯もよく使用
されていたことを裏付けるデータであると考えられる。 
 

 今後は地方における定型硯の墨痕付着率を明確化し、平城京のデータと比較することで、陶硯という文書行政と密接
に関わる文具が地方でいかに受容されたのかを検討していく。 
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肉眼観察（確認できない例） 


